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第五次中期経営計画

日本ピストンリング株式会社
（2012年6月15日開催の会社説明会資料抜粋）

平成25年3月期～平成27年3月期
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中期経営計画

１. 第四次中期経営計画総括

２. 第五次中期経営計画
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【基本方針】

「事業構造改革の着手」

～ヒト・モノ・カネの効率化～

【重点課題】

・ＢＳ／Ｃａｓｈ Ｆｌｏｗ経営への転換（変革への挑戦）

・人材育成強化による「世界最高品質の追求」

・すべてのコスト構造改革

・固有技術の活用による新製品の開発

・ＣＳＲ活動の強化

【目標値（平成24年3月期）】
売上高：４３０億円 営業利益率：６％以上

（実績 売上高：４９１億円 営業利益率：７.８％）

１ 第四次中期経営計画総括（平成22年3月期～平成24年3月期）
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１-１-1 ＢＳ／Ｃａｓｈ Ｆｌｏｗ経営への転換（ＢＳ推移）

（単位：億円）
09年3月末 10年3月末 11年3月末 12年3月末 増減
(a) (b) (b-a)

現 金 及 び 預 金 50 89 75 77 27
売 上 債 権 61 80 87 96 35
棚 卸 資 産 87 62 69 78 -9
そ の 他 流 動 資 産 11 9 12 12 1
有 ・無形固定資産 374 329 289 264 -110
投 資 そ の 他 資 産 57 69 69 70 13
資 産 合 計 641 639 603 598 -43
買 入 債 務 55 61 74 80 25
有 利 子 負 債 345 364 293 244 -101
災 害 損 失 引 当 金 - - 10 3 3
そ の 他 負 債 84 72 75 82 -2
負 債 合 計 484 497 452 409 -75
純 資 産 156 141 150 188 32
負 債 純 資 産 合 計 641 639 603 598 -43

140 125 133 174 34
21.9 19.7 22.2 29.1 7.2

2.85 2.29 2.31 2.48 -0.37
0.70 0.61 0.79 0.82 0.12

棚卸資産回転期間（月）

総 資 産 回 転 率 （ 回 ）

自 己 資 本 比 率 （ ％ ）

資
産

負
債
純
資
産

自 己 資 本
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１-１-2ＢＳ／Ｃａｓｈ Ｆｌｏｗ経営への転換（総資産経常利益率）
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１-１-3 ＢＳ／Ｃａｓｈ Ｆｌｏｗ経営への転換（ ＣＦ推移）
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１-２人材育成強化

【栃木工場】 【福島工場】 【一関工場】

国内マザー工場国内マザー工場

ものづくりを教える事の出来る人材育成を目指し、
１．教育訓練の中で達成感を味わい、やる気、やる腕のある人を育てる。
２．リーダーシップを発揮し職場力向上を図れる
３．従業員に達成感を与え、活力ある職場を作る。
（第１期生：７名 第２期生：６名 第３期生：６名 第４期生：６名 （受講中）

日ピスものづくり学校日ピスものづくり学校

卒業後、各職場に戻り、
部門横断チームによる
原価低減活動などに
大きく貢献している。

改善のできる人材改善のできる人材指導できる人材指導できる人材

海外事業所海外事業所
人材交流人材交流情報共有情報共有
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１-３ すべてのコスト構造改革

１、原価低減

①北米事業再編： ４社体制を１社に統合（11年1月完了）

２、棚卸資産の削減

３、国内外生産拠点の整備（海外拠点生産能力増強）

４、製品改廃の推進 等々

③国内設備移設による海外拠点生産能力増強： 中国・インドネシア等

生産リードタイム短縮と棚卸回転期間による管理

部門横断チームによる原価低減活動

⑤インドでのバルブシート製造会社設立（11年11月完了）
④リスク分散： 福島から栃木への一部設備移管（11年10月）

②日ピス島根の全株式譲渡（11年3月完了）

部材や設備などのグローバル調達

⑥国内子会社２社の吸収合併（12年3月完了）
⑦中国生産拠点２社の合併（12年上期完了予定）



9

【基本方針】

「事業構造改革の推進」

～ “やさしさ” と “うれしさ” を世界に～

【重点施策】

・ＢＳ／Ｃａｓｈ Ｆｌｏｗ経営の実践

・すべてのコスト構造改革の推進

・固有技術の活用による新製品の事業化

・人材育成強化による「世界最高品質の追求」

・ＣＳＲ活動の強化

【目標値（平成２７年３月期）】

総資産経常利益率：６％以上 売上高：５２０億円以上

２ 第五次中期経営計画（平成25年3月期～平成27年3月期）
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２-１第五次中期経営計画
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